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＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動の様子の写真

活動場所

実施日程

実施した生産活動・施設外就労の概要

2名

＜目的＞

地域連携活動のねらい

地域にとってのメリット

＜成果＞

得られた成果

課題点

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

包丁の使い方、食材の切り方、味付けの技術において、成長が見られました。

調理スキルの向上は、将来的な一般就労への

自信に繋がり、就労意欲を高める効果がありました。

利用者の調理スキルを維持・向上させるために、定期的な

研修や資格取得支援などの継続的なスキルアップ支援が必要です。

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 株式会社フェイバーズクリエイション 担当者名 酒井　俊樹

連携によって、質の高い食材の仕込みが実現でき、業務の効率化に繋がっています。

また、利用者さんの熱心な取り組みが非常に印象的であり、厨房内でのチームワークが向上していると感じられています。

当店の予約状況やイベント開催などにより、仕込みの発注量が変動することがあります。

急な増減にも柔軟に対応していただけると、大変助かります。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 就労継続支援A型事業所　ユーリード

住　所
札幌市中央区南1条西5丁目16

プレジデント松井ビル100-1001

0110104346

武部　亮

令和7年度電話番号 011-596-7310 

北豆印商店(どさんこシェフ)

令和７年度内通所日

利用者数　等

どさんこシェフでの調理補助

一般就労への意識向上、

実施した結果

コミュニケーションスキルの向上

人材不足の解消

一般就労に近い形での作業により、実

践的な調理スキル

対象者にとってのメリット

利用者の方々の調理スキルが全体的に向上しました。

様式１


